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討議について討議する

東京大学教養学部附属教養教育開発機構



東京大学の教養教育

専門的知識にとどまらない、
「ジェネリック・スキル」を備えた、
「市民的エリート」の育成

○本質を見抜く知
○他者を感じる力
○先頭に立つ勇気

「東京大学アクションプラン2006-2008」

1949年の新制大学発足以来、
1）一貫した「教養教育（リベラルアーツ）」の理念を主張
2）全国に類を見ない、充実した教養教育の実施体制
3）絶え間ない教育点検・教育改革の実施



教養教育開発機構
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動的な二元的組織構成
日本から世界標準の教養教育を発信



2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

教養教育開発機構（企画、開発、実施、評価の4部門）

教養教育社会連携（ベネッセコーポレーション）寄付研究部門

教養教育への囲碁の活用 寄附研究部門

特色ある大学教育支援プログラム（特色GP）：
教養教育と大学院先端研究との創造的連携の推進

海外
先進

海外
先進

NEDO特別部門：
新しいエネルギー環境科学創成のための人材育成

ICTを活用した教養教育アクティブ
ラーニング（現代GP）

PISA対応の討議力育成プログラム
の開発（教育GP）



2006年度カリキュラム改革（特色GP）



新たな教育モデルの開発へ

ALESS
プログラム

Active Learning 
of English 
for Science 
Students
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KOMABA ACTIVE LEARNING STUDIO
（現代GP）



教育モデル開発のチャレンジ

「学生中心の学び」
の推進

「学ぶことを学ぶ」モ
デルへの挑戦



国際的な学力観の変化への対応

授業で何を教えた
か？（アウトプット）
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学生は何を学んだ
か？（アウトカム）

学ぶ力が学力である
（コンピテンシー）



Student Engagement model
Learner-Centered Education



「学ぶ」という不思議な経験



討議を通して深く学ぶ：
高度な学習モデルの構築

文部科学省の「質の高い大学教育推進プログラム」 2008-2010

“The Art of Discussion Leading”
Harvard University
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グループディスカッショ
ン・発表

グループディスカッショ
ン・発表

シミュレーション
で原理を確かめ

る

シミュレーション
で原理を確かめ

る

机の上でペ
アで実験

机の上でペ
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問題発見
・深化型
学習活動

PRSで学習
効果の確認
PRSで学習
効果の確認

モジュールの授業への組み込み
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教養教育の達成度調査（2008）
0% 20% 40% 60% 80% 100%

Q1：学問的知識

Q2：論理的・分析的に考える力

Q3：自分の知識や考えを表現する力

Q4：他者と討論する力

Q5：問題を発見し、解決する力

Q6：主体的に行動する力
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1. とても身についた 2. ある程度、身についた 3. あまり身につかなかった 4. 身につかなかった



新しい「学び」の理論

A
B
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教育のアウトカムを高める
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理想の Active learning from both sides を実現する
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Harvard College in Asia Project (HCAP) 
互いに学ぶコミュニティ



今日のアジェンダ

①一人でも多くの教員
を巻き込み、一つでも
多くの授業に改革を広
げるための工夫

②討議力養成に
特化した授業を
行う必要性

③学生の達成度
を評価する効果
的な方法


